
第11回 スマートウェルネス研究会開催のご案内

【日時】 ２０１６年１月２６日（火）
研究会：１５時～１６時５０分
交流会：１７時～１８時

【会場】 グランフロント大阪タワーC ８階 C-01
（懇親会は公益財団都市活力研究所セミナー室にて開催）

【参加費用】
本研究会会員・・・・・・無料

非会員・・・・・・お一人様：１,０００円(懇親会含)

定員：５０名

■主催
スマートウェルネス研究会

■共催
公益財団法人都市活力研究所

（注）定員になりしだい締め切らせていただきます。
なお、定員オーバーの場合、本研究会会員優先
とさせていただきますので、予めご了承下さい。

■研究会プログラム
（15:00～16:00）

情動変化の科学的解明と新事業開発への応用
理化学研究所 ライフサイエンス技術基盤研究センター 細胞機能評価研究チーム チームリーダー 片岡 洋祐

（16:00～16:30）

情動評価の事業化と今後のビジネス展開
株式会社 Kokorotics 取締役 井門 孝治

（16:30～16:50）

情動評価サービスを活用したヘルスケア・リビングラボ
よどきり医療と介護のまちづくり株式会社 まちのイノベーション事業部 部長 卯津羅 泰生

心の科学から迫る新たなモノ＆コトづくり
～情動変化のメカニズム解明とヘルスケア産業分野への展開～

電機メーカーや自動車メーカー等、モノづくり企業を中心に、脳の活動を可視化して研究開発に生かす動きが
活発になってきています。
製品やサービスを使うヒトについて深く理解することで、従来にはなかった視点で開発につなげる。モノ＆コトの
性能・仕様を良くする開発から、脳（ヒト）の感性や情動に訴える開発へ時代はシフトしつつあります。開発
指針に、脳という新たな基準が加わることで、従来からの方法論は一変する可能性もあります。
「脳（ヒト）をワクワクさせるモノ＆コトづくり」の方向性は今後どうなるのか、それを紐解いていくのが今回の
研究会のテーマです。


